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── 教員養成系大学の学生が授業や体験等を通して得た気づきの分析 ──

三浦　巧也＊・橋本　創一＊・林　安紀子＊・池田　一成＊
伊藤　良子＊・大伴　潔＊・菅野　敦＊・小林　巌＊
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　現在，学校教育において，通常の集団への指導に加
えて，一人一人の教育的ニーズに合わせた支援を必要
とする児童・生徒（以下，特別なサポートを必要とす
る児童・生徒とする）に対する適切な指導及び必要な
支援の充実に向けて，関係者は努力を重ねている。河
田ら（2005）1 ）は，学級経営で教師が抱える問題とし
て，担任をもつと学級経営は担任主導で行われること
から，児童生徒にかかわる様々な問題について，他の
教師が関わろうとしないケースも少なくなく，担任一
人で児童生徒の個々の教育的ニーズに対応していくに
はもはや限界があることを示唆している。また，吉岡
ら（2008）5 ）は，それぞれの現場でできうる限りの対
応をとっているのが現状であることを指摘している。
困惑した教育現場では，特別なサポートを必要とする
児童・生徒への支援は，人的措置がなされないままで
は絵に描いた餅であると述べている。
　こうした中，児童生徒の個々の教育的ニーズに合わ
せた支援の充実に向けて，教員養成大学では，教育現
場の様々な問題に対応できる実践力を備えた教員を育
てていくことが求められている。また，教員養成課程
では，昨今教育の質が再検討され始めてきた背景にお
いて，学校教育を効率的かつ柔軟なものにするために
教職志望の大学生を人材として活用するスクールボラ
ンティア（以下，学校支援ボランティアとする）活動
が広まっている（武田・村瀬，2009）3 ）。
　河田ら（2005）1 ）では，学校支援ボランティアによ

る個々の対象児の生活課題や学習課題に合わせた支援
によって，児童の意欲を高め，適応行動が増加したこ
とを示している。さらには，担任の負担が軽減された
ことは，円滑な学級経営に繋がると示唆している。吉
岡ら（2010）7 ）は，学校支援ボランティアに参加した
学生の振り返りをまとめている。実践を通して学んだ
ことは，支援の難しさや自己の未熟さといったマイナ
ス面の印象と，支援者としての自分の成長や将来の教
員としてのスキルを向上させることができたなどのプ
ラス面の印象の両方があげられた。このことから，学
校支援ボランティアは，学生が理想のみならず，現実
を知ることで，教師として自立してくために必要な自
分の性質に気づく実践活動であると示唆している。
　三浦ら（2007）2 ）は特別なサポートを必要とする児
童生徒に対する支援について，子どもとの関わり方を
学びたいという能動的で目的の明確な動機は，活動に
よる学びの多さに影響しており，一方で，友達に誘わ
れて参加したという受動的動機は子どもとの関わりか
らの学びの少なさや，活動へのコミットの度合いの弱
さ等に影響している可能性を示唆した。このことから，
学校支援ボランティアは，学生の自主性によって成り
立っているものの，活動を開始する動機が，その後の
学びや気づきに影響しうることが推測された。
　以上のことから，学校支援ボランティアは，教育実
習以外に学生が教育現場に接する機会が増すという教
育的効果を生み，参加した学生は，接した子どもたち
の成長をみることで，よりよい教師になるために必要
な自己の特性に気づく実践活動であるといえる。
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　そこで，本研究では，特別なサポートが必要な児
童・生徒や学校支援ボランティアについて，教員養成
系大学で初めて学ぶ学生たちが，授業での学びや実際
にボランティアを体験することによって，学校支援ボ
ランティア活動に対する印象が変化しうるという仮説
を立て，これらの仮説を検証することを目的とした。

　東京学芸大学教育学部の学部生を対象とした。本研
究では，障害児の発達や教育を授業で初めて学び，大
学入学前に障害児に関する専門知識を有していない学
生かつ，特別支援教育を専攻としていない学生を採択
した（主に大学 1 年生を対象とした）。

　第 1 回目の講義のオリエンテーション時に，プレテ
ストと位置づけて2010年 4 月初旬に調査票を学生に
配布・回収した。その後，第15回目のまとめとして，
2010年 7 月に再び調査票を学生に配布・回収した。学
生には，責任を持った回答を期待するため，調査は記
名式とし，個人が特定される形式で実施した。ただし，
ローデータ入力の段階で，氏名は削除し，個人と回答
内容を照合することはないように配慮した。両方の調
査に協力した593名（男性307名，女性244名，性別不
明42名）の回答を用いて分析を行った（ただし調査項
目によって回答数は異なる）。

　授業の内容は表 1 の通りである。授業のねらいと目
標は，「近年，学校教育においてインクルージョン（共
学，共生）という理念が注目され，浸透しはじめてい
る。そのような流れの中で，健常児ばかりでなく，障
害児，特別な教育的ニーズをもった子どもについて理
解することがすべての教師には求められている。本講
義では，学生が様々な障害について幅広く，かつ適切
に理解することを目標とする。」とされている。また，
授業開始時に，学校支援ボランティアに関するマニュ
アルブックが配布され，適宜参照するように呼びかけ
られている。

　調査項目は，フェースシートのほか，特別なサポート
を必要とする児童・生徒について，学校支援ボランティ
アについての項目を，専門家 8 名によって，独自に作成

した（選択式・自由記述式の項目を含む）。

　「とてもそう思う」と回答したのは，244名（41.1%）
であり，「だいたいそう思う」と回答したのは，169名
（28.5%）であった。このことから，本研究の対象であ
る大学生の 7 割近くの学生が，将来教員を志望してい
ることが明らかとなった（表 2 参照）。

　「特別支援教室が設置されていた」と回答したのは，
279名（47.4%）であり，その内「一緒に活動をした経
験がある」と回答したのは，210名（35.7%）であった。
このことから，本研究の対象である大学生の 5 割近く
の学生が，特別支援教室の存在を認知しており，その
内の 3 割以上の学生が，実際に特別支援学級に在籍す
る児童生徒と共に活動を行った経験があることが明ら
かとなった（表 3 参照）。

1 オリエンテーション

2 障害者の理解とその支援

3 特別支援教育のシステム

4 視覚障害の心理・行動特性と支援

5 聴覚障害の心理・行動特性と支援

6 運動・重度重複障害の心理・行動特性と支援

7 言語障害の心理・行動特性と支援

8 病弱・身体虚弱の心理・行動特性と支援

9 知的障害の心理・行動特性と支援

10 広汎性発達障害（自閉性障害）の心理・行動特性と支援

11 学習障害の心理・行動特性と支援

12 注意欠陥・多動性障害の心理・行動特性と支援

13 早期発達支援と障害児保育

14 障害者福祉システム

15 まとめ

とてもそう思う 41.1%

だいたいそう思う 28.5%

よく分からない 12.3%

あまりそう思わない 11.6%

全くそう思わない  5.4%
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　過去のボランティア経験がない学生が，大学入学後
に学校支援ボランティアの活動に興味を示しているも
のの，何らかの不安があると回答した学生が最も多
かった（199名，33.8%）。その内，これまでにボラン
ティア経験はなかったも興味があったと回答したの
は，100名（17.0%）であった。また，過去のボラン
ティア経験があり，学校支援ボランティアを希望し
ている学生は，19名（3.3%）であった。このことか
ら，本研究の対象である大学生の 3 割以上の学生は，
ボランティア活動が未経験であることから，学校支援
ボランティア興味を示すものの，不安を感じているこ
とが示唆された。また，過去にボランティア経験があ
る学生の割合は少なく，今後学校支援ボランティア活
動を積極的に希望する学生も少ないことが推測された
（表 4 参照）。

　入学直後と受講後における学校支援ボランティア活
動の参加について，両方とも「興味はあるが不安」と
回答したのが，108名（19.1%）と最も多かった。次い
で，両方とも「興味はあるが余裕がない」と回答した

のが，96名（17.0%）であった。このことから，本研
究の対象である大学生は，入学直後において，学校支
援ボランティア活動に興味を示すが，講義を受けた後
も，何らかの不安があるため，参加するに至らない学
生が 2 割近くいることが明らかとなった（表 5 参照）。

　入学直後と受講後における学校支援ボランティア活
動の参加に対する不安について，「何らかの変化があっ
た」と回答したのは，239名（40.3%）であった。「変
化はなかった」と回答したのは，216名（36.9%）で
あった。「変化があった」と回答した学生の理由につ
いて自由記述を整理すると，漠然としていた不安が，
様々な障害の特性を知ることで，不安が和らいだ等の
意見をまとめた「不安が軽減した」というタイプが，
56名（24.0%）であった。知識は得たが，実際に障害
児にどのように接すればよいかという不安が高まった
等の意見をまとめた「新たな不安が生じた」というタ
イプが，82名（35.2%）抽出された。次に，これらの 

2 つのタイプについて，授業の理解度や，学生支援ボ
ランティアが教職に役立つかという質問との関係性を
まとめた（表 6 参照）。
　授業に関する理解度が70%以上の学生（53名，
23.1%）と，学校支援ボランティアが将来教職に就い
た時に役立つと回答した学生（82名，35.8%）が，障
害児との実際の接し方に不安を抱いている割合が高い
ことが示された。
　このことから，授業により理解を示す学生や，学校
支援ボランティアが将来志望する教員の仕事に役立つ
とより考える学生ほど，障害に関する知識を得たこと
による不安の軽減だけではなく，具体的な障害児に対

特別支援学級の有無

有
（交流有）

有
（交流無） 無

一緒に活動した
経験の有無

有 35.7% 11.7%  9.9%

無  5.6% 11.4% 15.1%

過去のボランティア経験の有無

有
（志望）

有
（実習）

無
（興味有） 無

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望

希望有 0.7% 2.6%  9.2% 1.9%

興味有
（不安） 1.5% 5.8% 17.0% 16.8%

興味有
（余裕無） 0.9% 3.2% 10.4% 11.7%

興味無 0.3% 0.3%  0.7%  8.2%

受講前の希望

希望有 興味有
（不安）

興味有
（余裕無） 興味無

受
講
後
の
希
望

受講中に
活動開始 0.7%  0.7% 0.9% 0.2%

希望有 5.5%  4.9% 1.6% 0.2%

興味有
（不安） 4.1% 19.1% 6.7% 2.1%

興味有
（余裕無） 4.1% 16.6% 17.0% 4.2%

興味無 0.0%  0.9% 0.4% 2.5%
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する接し方等の実践的な活動についての不安を抱く傾
向があることが示された。

　受講中に，学校支援ボランティアに参加した学生は，
14名（2.4%）であった。授業を通して，彼らが特別な
サポートが必要な児童・生徒や，学校支援ボランティ
ア等について抱いた印象の変化についてまとめてみた
（表 7 参照）。
　特別なサポートが必要な児童・生徒についてのイ
メージの変化について，「あった」と回答した学生
（64.3%）が最も多いことが明らかとなった。イメージ
の変化に関する自由記述を整理すると，様々な障害の
特性を知ることができた等の意見をまとめた「障害理
解の大切さ」（50.0%）と，障害児と接する際に抱いて
いた怖さが減少した等の意見をまとめた「怖さの軽減」
（14.3%）の 2 つのカテゴリーに分類された。
　特別なサポートが必要な児童・生徒への支援に関す
るイメージの変化では，一人一人の障害特性に合わせ
た支援を行うことが大事である等の意見をまとめた
「一人一人のニーズに合わせたサポート」（28.6%）と，
通級学級などの利用が効果的である等の意見をまとめ
た「支援体制」（14.3%），その他（14.3%）の 3 つのカ
テゴリーに分類された。
　学校支援ボランティアに関するイメージの変化で
は，全体では「なかった」（45.1%）が多かったが，講
義中に活動を始めた学生においては，「あった」と回
答した学生のほうが多くみられた（50.0%）。実際の経
験を通して，改めて支援の難しさを痛感した等の意見
をまとめた「実際の経験を通して支援の大変さを実感
した」（28.6%）と，その他（21.4%）の 2 つのカテゴ
リーに分類された（表 8 参照）。また，学校支援ボラ
ンティアに関するマニュアルブックについて，受講中
に活動に参加した学生は，全体よりも「利用した」割

合（50.0%）が高いことが示された（表 9 参照）。
　このことから，受講中に学校支援ボランティア活動
に参加した学生は，特別なサポートを必要とする児
童・生徒について，実際の活動を通して感じた，支援
の難しさに直面したことや，様々な障害の特性を理解
することの大切さに関する気づきを得たことが，学
生全体よりもイメージに変化をもたらしたと推測され
た。また，マニュアルブックの利用の割合が高かった
ことは，より積極的に活動に望む姿勢が反映されてい
ると示唆された。

不安の変化

不安軽減
タイプ

新たな不安
発生タイプ

理解度
70%以上 15.7% 23.1%

30%以上70%未満  8.7% 12.7%

教職に役立つ
と思う

とてもそう思う 15.3% 26.6%

だいたいそう思う  8.3%  9.2%

よく分からない  0.4%  0.0%
全体 講義中に活動を

行った学生

あった なかった あった なかった

特別なサポー
トが必要な児
童・生徒の印
象の変化

54.8% 30.0% 64.3% 28.6%

特別なサポー
トが必要な児
童・生徒に対
する支援の印
象の変化

48.2% 34.1% 57.1% 42.9%

学校支援ボラ
ンティアの印
象の変化

14.1% 45.1% 50.0% 35.7%

特別なサポートが必要な
児童・生徒の印象の変化

障害理解の大切さ 50.0%

怖さの軽減 14.3%

特別なサポートが必要な
児童・生徒に対する支援
の印象の変化

一人一人のニーズに
合わせたサポート 28.6%

支援体制 14.3%

その他 14.3%

学校支援ボランティアの
印象の変化

実際の経験を通して
支援の大変さを実感
した

28.6%

その他 21.4%

全体 講義中に活動を
行った学生

利用有 利用無 利用有 利用無

受講中の学校
支 援 ボ ラ ン
ティアマニュ
アルの利用

23.9% 74.5% 50.0% 50.0%
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　本研究では，入学直後に学校支援ボランティアに参
加したいと志望する学生は少なく，興味を示す学生は
いるものの，何らかの不安を感じて活動に参加して
いない学生が多く存在することが示された。何らかの
不安については，学校支援ボランティア活動に関する
不安の変化であげられた，障害特性に関する知識が一
つの要因であると推測される。また，講義後の調査に
おいても，何らかの不安があることで参加をためらう
学生の存在が確認された。彼らの不安の一つには，障
害についての一般的な知識を，実践の場でどのように
生かしていけばよいのかといった，新たな不安が生じ
たことが要因として考えられる。このことは，受講中
に学校支援ボランティアの活動に参加した学生が抱い
た，活動に関するイメージの変化にも現れている。
　学校支援ボランティアに対して興味はあるものの，
余裕がないと回答した学生も，少なくない。本研究の
対象者は，大学 1 年生が大半であることから，時間的
な余裕そのものが得られにくいことが要因の一つであ
ると考えられる。近年では，学校支援ボランティアが，
単位認定される大学も増えてきていると聞く。学校支
援ボランティアは，学生に対する教育的効果だけでは
なく，大学の地域貢献にも繋がる活動である（武田・
村瀬，2009）3 ）ため，今後は，全ての専攻の学生を対
象とした取り組みが，どの学年でも単位として認定さ
れるカリキュラムが作成されることが望まれる。
　受講中に学校支援ボランティア活動に参加した学生
は，実際の活動を通して，これまで障害児に関わる際
に抱いていた，怖さや緊張感を軽減することができ，
また，支援の難しさを痛感した。だからこそ，より障
害の特性を把握することの大切さや，一人一人のニー
ズに合わせた支援の重要性を，イメージの変化として
捉えたのだと推察される。また，彼らの半数が，学校
支援ボランティアのマニュアルブックを利用していた
ことからも，より障害児への理解に努めようする姿勢
が伺える。
　以上のことから，本研究における，学校支援ボラン
ティアについて，授業での学びや実際にボランティア
を体験することによって，学校支援ボランティア活動
に対する印象が変化しうるという仮説は示唆された。
今後の課題として，受講後に，「興味はあるものの不
安がある」と回答した学生には，特別なサポートを必
要とする児童・生徒への具体的な支援に対する不安が
一つの要因としてあげられる。そのため，支援方法に
関する授業の充実や，活動中に大学教員や専門家から，

アドバイス等が得られるプログラムを構築していくこ
とが望まれる。また，本研究では，回答した全学生の
自由記述を分析するには至らなかった。今後は，自由
記述について更なる分析を行い，より学生の現状や課
題を把握していくことが急務であろう。

　本研究は，東京学芸大学教育学部授業「障害児の
発達と教育」（平成22年度前期）において実施した研
究をまとめたものである。調査にご協力していただ
いた学生の皆様，ならびにデータ解析にご協力いた
だいた大澤優子さん（東京学芸大学）に深謝いたし
ます。
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